



















































































































































































































































































































































































































文化財 2 （絵画）（名古屋、 2011年）。
22）井形進『薩摩塔の時空』（福岡、花乱社、 2012
年）。
23）武神石像を含め、寧波の石造物の日本への影響
については、山川均『中世石造物の研究.I（東京、
日本史史料研究会、 2008年）；同編『寧波と宋風
石造文化〔東アジア海域叢書10〕』（東京、汲古書
院、 2012年）参照。同地の石造物については、楊
古城ほか『南宋石雄』（中園、寧波出版社、 20回
年）。
24）『重要文化財般若寺塔婆修理工事報告書』（奈
良、奈良県文化財保存事務所、 1965年）；『大和古
寺大観』第3巻（東京、岩波書店、 1977年）、 86
頁。
25）『東大寺造立供養記』（『群書類従J24）。
26）暦応2年1月「正八幡宮講衆・殿上等訴状J
90 
（桑幡家文書）（鹿児島県維新史料編纂所編、註6
前掲書）、 155頁。正八幡宮における大般若経転読
法要と姶良庄寄進の意義などについては、日隈正
守「大隅固における建久園田帳体制の成立過程」
（『鹿児島大学教育学部研究紀要人文・社会科学
編』 60号、鹿児島、 2009年）参照。
・書棚・
b岡村道雄著『縄文人からの伝言』
縄文人は、現在に何を伝えたかったのだろう
か。何とも刺激的な題である。もちろん題にある
縄文人の伝言とは、縄文時代研究の成果から現代
人がその考え方等を実生活に生かしてゆくこと
であるといえる。最初に筆者は縄文的な生活を実
践すると宣言する。では、筆者が描く縄文時代生
活とはどのようなものか。それは、自然との共生
である。これは今までの研究でも述べられたこと
であるが、本書の特徴は縄文研究から見いだされ
た様々な技術や思想、を現在へ生かすということ
が結論となる点であろう。
縄文的生活文化の終わりという最終章の題と
は裏腹に昭和30年代からの高度経済成長を取り
27）建久8年「大隅国図田帳写」（桑幡家文書）（『鎌
倉遺文j第2巻924号）。
28）和島芳男『叡尊・忍性』（東京、吉川弘文館、
1959年）；『金剛仏子叡尊感身学正記』下（『西大
寺叡尊伝記集成』、奈良、奈良国立文化財研究所、
1956年）、 39頁。
29）重久淳一「中世大隅正八幡宮をとりまく空間構
造一社家館跡の調査からー」（『地域政策科学研
究』 7、鹿児島、 2010年）；『大隅正八幡宮一総括
報告書ー』（霧島、岡市教育委員会、 2013年）。
30）永山修一「キカイガシマ・イオウガシマ考」（笹
山晴生先生還暦記念会編『日本律令制論集』下、
東京、吉川弘文館、 1993年）。
31）松本隆昌「佐賀県四天社石造四天王像ー佐賀県
佐賀郡大和町所在の丸彫石造四天王像について
－」（『悌教嚢術J第251号、東京、 2000年）。なお、
薩摩国府付近にも隼人塚と類似する3基の石塔と
小型の天部石像が残されている（上村、註l前掲
論文）。
（富山大学人文学部教授）
<2014年7月22日受付＞
上げる。この時代を新石器草命、日本における水
稲耕作の成立などとともに第3の画期として評
価する。一方で、自然との共生を保ちながら精神
的な豊かさをもっ縄文社会と対極の現代社会を
憂う。そして、今こそ、縄文的な自然をうまく生
かした生活を取り入れることを提唱する。この点
が、筆者の縄文研究から導き出された現代社会へ
の研究成果の還元である。
もちろん、本書の大半は縄文文化、社会につい
て述べられており、縄文女性の一生やアイヌに見
られるような送りの儀礼について語る点は縄文
文化・社会の新たな一面も描き出している。
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